
正海税関考査管理室長（右側）に対し 

要求書を提出する鈴木書記長 

The Japan Customs Personnel Labour Union 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

税
関
労
組
は
令
和
４
年
２
月
28
日
、
正
海

税
関
考
査
管
理
室
長
に
対
し
、
関
税
局
長
あ

て
「
職
場
諸
要
求
に
関
す
る
要
求
書
」
を
提

出
し
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
よ
り
、
東
京
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
地

域
で
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
が
発
令

さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
例
年
実
施
し
て
い

る
よ
う
な
会
見
形
式
で
は
な
く
、
要
求
書
項

目
で
あ
る 

『
令
和
４
年
度
の
定
員
配
分
・
予
算
執

行
』 

『
４
月
期
人
事
異
動
、
処
遇
改
善
』 

『
級
別
定
数
及
び
機
構
の
要
求
』 

『
業
務
処
理
体
制
に
か
か
る
諸
問
題
』 

『
宿
舎
の
確
保
、
職
場
環
境
の
整
備
及
び

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
』 

『
職
員
の
健
康
・
安
全
管
理
』 

の
６
つ
の
議
題
に
対
し
、
後
日
、
窓
口
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
し
回
答
を
得
る
形

で
行
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

次
ペ
ー
ジ
以
降
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

  

令和４年２月 28 日 

関 税 局 長 

   阪 田  渉  殿 

日 本 税 関 労 働 組 合 

〔 税 関 労 組 〕 

中央執行委員長 倉 本 和 邦 

 

職場諸要求に関する要求書 

 

私たち税関労組組合員は、不正薬物やテロ関連物資等水際取締りの

確実な実効が求められる中にあって、「国民の安全・安心な社会の実

現」、「適正かつ公平な関税等の徴収」、「貿易の円滑化」にしっかりと

取組み、社会的要請に応えるべく日夜懸命に職務に精励しておりま

す。 

一昨年 2 月以降の新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、訪

日外国人旅行客数が激減する中、ＳＰ貨物や国際郵便物の輸入件数は

激増しており、不正薬物、金地金、知的財産侵害物品の密輸入は多

く、今後もこれらの傾向が続くと予想されております。新型コロナウ

イルス感染症が終息の折には、再び、訪日外国人旅行客の増加も予想

される中、テロやサイバー攻撃をはじめ、反グローバリズムを掲げる

過激な勢力などによる妨害や違法行為事案の発生など、様々な脅威が

懸念されることから、こうした脅威を未然に防止するための水際対策

の強化が求められており、その最前線で働く私たち税関職員に課せら

れた職責は重く、その職責を果たすためには、心身ともに健康でやり

がいを持って職務に取組むことができる職場環境を整えることが必要

不可欠です。 

これまでの定員増により、過去最高の職員数となっていますが、Ｓ

Ｐ貨物や国際郵便物の増加により、覚醒剤等を始めとした不正薬物の

押収量は１トンを超えており、さらにはテロ関連物資や金地金の密輸

対策などによる業務量の増加に見合ったものとは言えません。また、

増員が見込まれる遠隔の小規模官署への人事異動に際しては、宿舎の

不足に不安を抱えているなど、職場環境等に関わる喫緊の課題が山積

しています。 

私たち税関労組は、従来、国政の場で税関業務の重要性・困難性に

対する理解を得るべく、衆・参の財金委員会所属国会議員を中心とし

た議員要請活動に取り組んでいます。特に、毎年度の関税改正の法案

審議にあたっては、税関の定員確保や税関職員の処遇改善、機構の充

実、職場環境の整備等に特段の努力を払うことを内容とする附帯決議

について強く働きかけており、昨年３月においても、衆・参の財金委

員会とも全会一致で決議されています。 

貴職におかれましては、これら喫緊の課題に対して、附帯決議の趣

旨を踏まえ対処していただくとともに、令和４年度を迎えるにあたり

特に税関の職場環境等に大きな影響を及ぼす下記事項について、早期

に実現するよう、強く要求します。 

記  

１．令和４年度の定員配分・予算執行  

（１）激増するＳＰ貨物や国際郵便物への通関対応、金地金の密輸対策、またコロナウイルス感染症の終息

に伴い、増加が見込まれる訪日外国人旅行客への対応など業務量に見合った適切な定員配分を行うこ

と。  

（２）テロ対策を含む治安のための水際取締体制の強化にあたっては、関連部門の体制整備を図ること。ま

た、水際取締体制の強化のため措置された検査機器等にかかる令和４年度予算を速やかに執行するこ

と。  

２．４月期人事異動、処遇改善  

（１）４月期の人事異動にあたっては、身上把握を徹底すること。また、遠隔地異動者については、内示を

早期化し、前広に宿舎情報を開示すること。  

（２）行（一）職員の昇任・昇格にあたっては、組合員の処遇停滞を招かないよう行うこと。  

（３）自動車運転手の上位級への昇格等、処遇改善を図ること。  

（４）船舶職員の上位級への昇格等、処遇改善を図ること。また、監視艇の安全航行のため大型・中型監視

艇の船舶職員を「法定人員＋３名」、小型監視艇の船舶職員を「法定人員＋２名」とするなど必要な要

員を確保するとともに、監視艇配備計画について前広な情報提供を行うこと。  

（５）定年退職者ポストへは速やかに後補充を行うこと。  

（６）組合員の負担軽減及び処遇改善を図るため、超過勤務手当、寒冷地手当、通勤手当、地域手当、犯則

取締等手当、赴任旅費が支給または改善されるよう関係機関に働きかけること。  

（７）再任用職員の処遇改善を図ること。  

３．級別定数及び機構の要求  

組合員の処遇停滞を招かないよう、今後も必要な級別定数の拡大及び機構増に努めること。  

４．業務処理体制にかかる諸問題  

（１）テロ対策への取組み強化に向けた対応については、必要な人員の確保、検査機器の配備など業務処置

体制の整備を図るとともに、職員の安全管理を徹底するため、引き続き、爆発物等に関する知識や危険

物発見時の対応等にかかる研修等の充実させること。  

（２）輸出物品販売場制度における免税販売手続の電子化については、職員に過度な負担を強いることがな

いよう人員配置及び職場環境の整備等適切に対応すること。  

（３）旅具検査体制の改善にあたっては、先に運用された現場の意見の反映及び関係職員の大幅な負担増加

や急激な勤務環境の変更が生じないよう十分配慮するとともに、前広な情報提供を行うこと。  

（４）国際郵便物税関検査装置の導入については、先に運用された現場の意見を反映するとともに、前広な

情報提供を行うこと。  

（５）輸出入申告官署の自由化にかかる、関係業界への継続的なヒアリングの実施、及び業務量に応じた人

員補充などの対応を行うこと。  

（６）職員の増加に伴い現場を支える総務・管理部門の業務量が膨大となっていることから、税関行政が円

滑に運営されるよう、これら部門への適正な人員配置を行うこと。  

（７）チャーター便やクルーズ船への対応等のため地方官署で勤務する職員の負担軽減が図られるような適

正な人員配置等を行うこと。  

５．宿舎の確保、職場環境の整備及びワークライフバランス推進  

（１）定員増に見合った寮・宿舎の戸数確保に引き続き努めること。  

（２）超過勤務の上限等に関する措置については、職員に肉体的・精神的負担を強いることがないよう適正

に対応すること。  

（３）公務員の定年の引上げについては、職員の将来の生活設計に大きく関わる重要事項であることから、

前広な情報提供を行うこと。  

（４）障害者雇用にあたっては、障害者及びその周りの職員が働きやすい職場となるよう職場環境の整備等

適切に対応すること。  

（５）男女を問わず育児・介護を行っている職員が、各種休暇制度を取得しやすい職場環境の整備と周囲の

職員の負担軽減につながるよう人員の手当など適切に対応すること。また、多様の働き方ができるよう

テレワークの環境を整備すること。  

６．職員の健康・安全管理  

（１）健康管理施策の確実な実施に努めるとともに、新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策について、

マスク、アルコール消毒液等の物品が不足しないよう必要数の確保すること。また、感染防止のための

出勤回避の取組により、職員に過度な負担とならないよう努めること。  

（２）メンタルヘルス対策については、効果的な対策をしっかりと行うこと。  

（３）ハラスメント対策については、効果的な対策をしっかりと行うこと。特にパワーハラスメントについ

ては、禁止に関する人事院規則が定められていることから、しっかりと行うこと。  

（４）夏季休暇取得可能期間が拡大されるよう関係機関への働きかけを行うこと。         以  上 
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職場諸要求に関する要求書提出！ 
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１
．
令
和
４
年
度
の 

定
員
配
分
・
予
算
執
行 

（
１
）
激
増
す
る
Ｓ
Ｐ
貨
物
や
国
際
郵
便
物
へ
の
通
関

対
応
、
金
地
金
の
密
輸
対
策
、
ま
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
終
息
に
伴
い
、
増
加
が
見
込
ま

れ
る
訪
日
外
国
人
旅
行
客
へ
の
対
応
な
ど
業
務

量
に
見
合
っ
た
適
切
な
定
員
配
分
を
行
う
こ

と
。 

 

《
回
答
》 

 

ご
承
知
の
と
お
り
、
関
税
局
・
税
関
に
お
い
て
は
、

業
務
量
が
増
加
し
て
い
る
中
、
水
際
に
お
け
る
、
不
正

薬
物
対
策
、
テ
ロ
対
策
等
に
万
全
を
期
す
必
要
が
あ

る
。
定
員
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
行
財
政
事
情
の
下
で

は
あ
る
が
、
令
和
４
年
度
予
算
案
に
お
い
て
も
所
要

の
定
員
を
要
求
す
る
な
ど
、
必
要
な
体
制
整
備
に
取

令
和
４
年
度
概
算
要
求
に
お
い
て
、
405
名
の
税
関

の
増
員
要
求
を
挙
げ
ら
れ
、
査
定
結
果
は
295
名
が
認

め
ら
れ
、
定
員
合
理
化
数
の
192
名
と
の
差
し
引
き
で

103
名
の
純
増
と
な
り
、
税
関
の
定
員
は
過
去
最
多
の

１
０
，
０
７
４
名
と
な
っ
た
。
当
局
に
お
か
れ
て
も
厳

し
い
行
財
政
事
情
の
下
で
は
あ
る
が
、
税
関
業
務
を

的
確
に
運
営
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
定
員
確
保
に

ご
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
結
果
に
つ
な
が
っ
た
も
の
で

あ
り
、
敬
意
を
表
す
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
税
関
労
組
が
昨
年
５
月
11
日
に

関
税
局
長
あ
て
提
出
し
た｢

令
和
４
年
度
概
算
要
求

に
関
わ
る
要
求
書｣

で
要
求
し
た
人
数
に
は
程
遠
く
、

ま
た
現
場
に
必
要
な
人
員
の
数
が
、
Ｓ
Ｐ
貨
物
や
国

際
郵
便
物
が
激
増
し
て
い
る
現
状
に
追
い
つ
い
て
お

ら
ず
、
全
国
の
組
合
員
か
ら
は
今
の
人
員
体
制
で
は

限
界
が
あ
る
と
の
、
悲
痛
な
訴
え
が
後
を
絶
た
な
い

現
状
で
あ
る
。
当
局
に
お
か
れ
て
は
、
早
急
な
体
制
整

備
に
さ
ら
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。 

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

具
体
的
な
要
員
配
置
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
業
務

量
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
適
正
な
配
置
に
努
め
て
い

く
こ
と
と
し
た
い
。 

２
．
４
月
期
人
事
異
動
、
処
遇
改
善 

（
２
）
テ
ロ
対
策
を
含
む
治
安
の
た
め
の
水
際
取
締

体
制
の
強
化
に
あ
た
っ
て
は
、
関
連
部
門
の
体

制
整
備
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
水
際
取
締
体
制

の
強
化
の
た
め
措
置
さ
れ
た
検
査
機
器
等
に
か

か
る
令
和
４
年
度
予
算
を
速
や
か
に
執
行
す
る

こ
と
。 

海
外
に
お
け
る
テ
ロ
情
勢
が
深
刻
化
す
る
な
か
、

テ
ロ
に
対
す
る
危
機
感
は
増
し
て
き
て
い
る
。
そ
の

た
め
税
関
に
お
け
る
人
的
基
盤
の
整
備
及
び
強
化

を
図
り
、
テ
ロ
関
連
物
資
等
の
国
内
流
入
・
阻
止
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
こ
の
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
定
員
配
分
に
つ
い
て
は
、
取
締
業
務
を
行
う
監

視
関
係
部
門
だ
け
で
は
な
く
、
取
締
体
制
強
化
を
踏

ま
え
て
外
郵
部
門
や
情
報
部
門
な
ど
関
係
部
門
に

も
適
正
な
配
置
を
お
願
い
す
る
。 

ま
た
、
水
際
取
締
体
制
の
強
化
の
た
め
措
置
さ
れ

た
検
査
機
器
等
に
か
か
る
令
和
４
年
度
予
算
に
つ

い
て
は
速
や
か
な
執
行
と
と
も
に
、
現
場
が
混
乱
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
必
要
な
説
明
や
調
整
を
お

願
い
す
る
。 

《
回
答
》 

 

先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
具
体
的
な
要
員
配

置
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
業
務
量
等
を
勘
案
し
な
が

ら
、
適
正
な
配
置
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。 

 

ま
た
、
令
和
４
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
各
税
関

に
お
い
て
速
や
か
に
執
行
で
き
る
よ
う
、
現
在
、
調

整
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

（
１
）
４
月
期
の
人
事
異
動
に
あ
た
っ
て
は
、
身
上
把

握
を
徹
底
す
る
こ
と
。
ま
た
、
遠
隔
地
異
動
者

に
つ
い
て
は
、
内
示
を
早
期
化
し
、
前
広
に
宿

舎
情
報
を
開
示
す
る
こ
と
。 

人
事
異
動
に
伴
う
宿
舎
の
貸
与
に
つ
い
て
は
、
当

局
の
努
力
に
よ
り
近
年
は
未
貸
与
が
発
生
し
て
い

な
い
こ
と
に
対
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
４
月
異
動

が
大
規
模
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
配
転
に
あ
た
っ
て

は
、
引
き
続
き
身
上
把
握
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ

り
、
職
員
の
生
活
等
に
十
分
配
慮
し
、
把
握
し
た
内

容
を
し
っ
か
り
と
人
事
異
動
に
反
映
し
て
い
た
だ

き
た
い
。 

ま
た
、
遠
隔
地
異
動
者
に
つ
い
て
は
、
従
前
か
ら

の
転
校
の
手
続
き
な
ど
と
い
っ
た
家
族
へ
の
負
担

に
く
わ
え
、
昨
年
の
移
転
料
見
直
し
に
よ
り
複
数
社

か
ら
の
見
積
取
得
で
大
き
な
負
担
が
生
じ
る
こ
と
、

さ
ら
に
近
年
３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
引
越
し
が

集
中
し
、
引
越
業
界
の
人
手
不
足
等
に
よ
り
引
越
が

で
き
な
い
者
（
い
わ
ゆ
る
引
越
難
民
）
が
出
る
お
そ

れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
内
示
を
早
期
化
し
前
広
に
宿

舎
情
報
の
開
示
を
お
願
い
す
る
。 

な
お
、
移
転
料
見
直
し
に
よ
る
事
務
手
続
き
に
あ

っ
て
は
、
転
居
す
る
職
員
か
ら
「
見
積
も
り
へ
の
対

応
に
時
間
を
取
ら
れ
負
担
で
あ
っ
た
」
と
の
声
も
聞

こ
え
て
お
り
、
か
つ
、
取
り
ま
と
め
る
総
務
・
管
理

な
ど
の
業
務
負
担
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事

務
手
続
き
の
見
直
し
に
よ
る
効
率
化
を
お
願
い
す

る
。 

《
回
答
》 

配
転
は
、
公
務
の
要
請
に
基
づ
き
、
適
材
適
所
で

実
施
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
て
の
職
員
の

希
望
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
職
員
の

配
転
に
あ
た
っ
て
は
従
来
か
ら
身
上
把
握
の
徹
底

を
図
る
と
と
も
に
職
員
の
健
康
状
態
、
あ
る
い
は
、

育
児
や
介
護
の
事
情
な
ど
の
把
握
に
も
努
め
な
が

ら
、
本
人
の
希
望
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
尊
重

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

ま
た
、
異
動
内
示
の
早
期
化
に
つ
い
て
は
、
か
ね

て
よ
り
、
皆
さ
ん
か
ら
強
く
要
望
が
あ
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
令
和
元
年
７
月
期
の
人
事
異
動
よ
り
、

住
居
の
移
転
を
伴
わ
な
い
異
動
に
つ
い
て
は
発
令

日
の
10
営
業
日
前
、
住
居
の
移
転
を
伴
う
異
動
に
つ

い
て
は
10
営
業
日
＋
１
営
業
日
前
に
早
め
内
示
を

実
施
す
る
こ
と
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

な
お
、
住
居
の
移
転
を
伴
う
異
動
に
あ
た
っ
て

は
、
可
能
な
範
囲
に
お
い
て
早
め
に
本
人
へ
打
診
を

す
る
な
ど
配
慮
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

宿
舎
情
報
の
提
示
に
つ
い
て
は
、
内
示
を
受
け
た

後
に
宿
舎
の
調
整
を
行
う
こ
と
と
な
る
が
、
可
能
な

範
囲
に
お
い
て
早
め
に
情
報
提
供
す
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
た
い
。 

（
２
）
行
（
一
）
職
員
の
昇
任
・
昇
格
に
あ
た
っ
て

は
、
組
合
員
の
処
遇
停
滞
を
招
か
な
い
よ
う
行

う
こ
と
。 

現
在
水
際
取
締
り
の
第
一
線
で
現
場
の
指
揮
を

執
っ
て
い
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
採
用
の
山
と
言
わ
れ

る
消
費
税
導
入
の
平
成
元
年
か
ら
関
空
開
港
の
平

成
６
年
に
か
け
て
の
世
代
で
あ
る
。
こ
の
世
代
に
つ

い
て
は
、
人
事
院
も
個
別
交
渉
の
場
に
お
い
て
、
税

関
に
は
他
省
庁
に
は
な
い
特
に
大
き
な
山
が
あ
る

と
認
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
税

関
労
組
と
し
て
は
、
統
括
職
と
な
っ
て
も
５
級
の
ま

ま
据
え
置
か
れ
て
い
る
こ
と
、
５
級
の
不
足
に
よ
り
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４
級
及
び
３
級
に
長
期
停
滞
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

を
懸
念
し
て
お
り
、
附
帯
決
議
の
獲
得
や
人
事
院
へ

の
個
別
交
渉
に
尽
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

令
和
４
年
度
予
算
に
お
け
る
級
別
定
数
の
改
定
状

況
は
、
10
級
が
１
増
、
７
級
が
３
増
、
６
級
が
38
増

と
な
っ
た
。
ま
た
、
５
級
に
つ
い
て
も
24
増
と
な
っ

た
こ
と
で
４
級
及
び
３
級
の
長
期
停
滞
が
解
消
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
が
、
私
た
ち
の
処
遇
目
標
は
６

級
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
関
税
当
局
に
お
か

れ
て
は
、
組
合
員
が
処
遇
停
滞
を
招
か
な
い
よ
う
に

配
慮
を
お
願
い
す
る
。 

特
に
、
当
労
組
が
実
施
し
て
い
る
「
級
号
俸
調
査
」

に
お
い
て
は
、
複
数
の
組
合
員
が
長
期
間
、
同
一
級
に

据
え
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
現
在

の
職
員
構
成
に
お
い
て
、
難
し
い
こ
と
は
理
解
し
て

い
る
が
、
我
々
労
組
の
活
動
が
税
関
と
い
う
組
織
の

た
め
に
、
時
間
や
労
力
、
金
銭
的
に
も
貢
献
し
て
い
る

こ
と
を
改
め
て
認
識
い
た
だ
き
、
配
慮
を
お
願
い
す

る
。 

《
回
答
》 

 

昇
任
、
昇
格
に
つ
い
て
は
、
法
令
等
に
基
づ
き
、

職
員
個
々
の
勤
務
成
績
、
能
力
、
適
性
等
を
総
合
的

に
判
断
し
て
、
機
構
及
び
級
別
定
数
の
範
囲
内
で
適

正
に
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
行
政
職
（
一
）
職
員
の
処
遇
改

善
を
図
る
た
め
、
今
後
と
も
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。 

（
３
）
自
動
車
運
転
手
の
上
位
級
へ
の
昇
格
等
、
処

遇
改
善
を
図
る
こ
と
。 

自
動
車
運
転
手
に
つ
い
て
は
、
昭
和
58
年
の
閣
議

決
定
を
受
け
、
退
職
者
は
原
則
不
補
充
と
な
っ
て
い

る
こ
と
や
、
部
下
数
制
限
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
上
位
級

へ
の
昇
格
が
進
ま
ず
、
将
来
に
希
望
の
持
て
る
処
遇

が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に
あ
る
。 

令
和
４
年
度
予
算
に
お
け
る
級
別
定
数
の
改
定
状

況
も
、
級
別
定
数
に
変
更
は
な
く
、
経
験
年
数
等
か

ら
見
て
も
、
上
位
級
に
い
る
べ
き
組
合
員
の
多
く
が

３
級
高
位
号
俸
に
据
え
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
自
動
車
運
転
手
の
処
遇
を
改
善
す
る
た
め
、
部
下

数
制
限
の
緩
和
に
つ
い
て
、
税
関
の
実
態
に
応
じ
た

対
応
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
人
事
院
へ
個
別
承

認
の
際
に
も
強
く
訴
え
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。 

《
回
答
》 

 
自
動
車
運
転
手
の
皆
さ
ん
が
、
公
用
車
の
安
全
運

行
な
ど
税
関
業
務
を
円
滑
に
遂
行
す
る
た
め
日
々

努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。 

技
能
・
労
務
職
員
等
の
上
位
級
へ
の
昇
格
は
、
個

別
に
人
事
院
の
厳
し
い
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
必

要
と
な
っ
て
お
り
、
経
験
年
数
あ
る
い
は
定
数
枠
が

あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
の
み
で
昇
格
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
が
、
当
局
と
し
て

も
、
従
来
か
ら
人
事
院
と
の
個
別
協
議
の
場
に
お
い

て
、
鋭
意
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

自
動
車
運
転
手
の
皆
さ
ん
の
処
遇
改
善
を
図
る

た
め
、
今
後
と
も
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。 

（
４
）
船
舶
職
員
の
上
位
級
へ
の
昇
格
等
、
処
遇
改

善
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
監
視
艇
の
安
全
航
行

の
た
め
大
型
・
中
型
監
視
艇
の
船
舶
職
員
を
「
法

定
人
員
＋
３
名
」、
小
型
監
視
艇
の
船
舶
職
員
を

「
法
定
人
員
＋
２
名
」
と
す
る
な
ど
必
要
な
要

員
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
監
視
艇
配
備
計
画

に
つ
い
て
前
広
な
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
。 

船
舶
職
員
に
つ
い
て
は
、
税
関
の
監
視
艇
は
、
船

の
大
き
さ
に
比
べ
て
高
出
力
の
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載

し
て
お
り
、
安
全
運
航
に
関
す
る
機
関
部
員
の
職
責

は
重
く
な
っ
て
い
る
が
、
人
事
院
の
級
別
標
準
職
務

表
は
高
性
能
エ
ン
ジ
ン
等
の
技
術
面
で
の
高
度
な

専
門
性
に
か
か
る
職
責
が
反
映
さ
れ
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
海
技
免
許
で
も
上
位
級
の
取
得
が
必

要
と
さ
れ
る
機
関
長
の
職
責
を
も
っ
と
評
価
し
て

い
た
だ
き
、
６
級
に
格
付
け
で
き
る
よ
う
に
訴
え
か

け
て
い
た
だ
き
た
い
。 

ま
た
、
現
在
の
監
視
艇
は
、
昨
今
の
洋
上
取
引
の

活
発
化
を
鑑
み
る
と
必
要
不
可
欠
な
状
況
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
退
職
後
の
後
補
充
な
ど
も
な
く
、

法
定
人
員
ぎ
り
ぎ
り
で
運
航
し
て
い
る
監
視
艇
も

あ
る
。
事
前
に
休
暇
が
わ
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
応

援
者
を
得
て
運
航
す
る
な
ど
し
て
対
応
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
が
、
急
遽
、
休
暇
を
取
得
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
や
傷
病
等
で
職
員
が
長
期
休
暇
と

な
っ
た
場
合
な
ど
は
出
艇
で
き
な
い
場
合
が
生
じ

て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
解
消
す
る
た
め
に

も
大
型
・
中
型
監
視
艇
の
船
舶
職
員
を
「
法
定
人
員

＋
３
名
」、
小
型
監
視
艇
の
船
舶
職
員
を
「
法
定
人
員

＋
２
名
」
と
す
る
な
ど
必
要
な
要
員
の
確
保
を
お
願

い
す
る
。 

な
お
、
要
員
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
減
船
な
ど
す

る
の
で
は
な
く
、
新
規
採
用
を
お
願
い
す
る
。 

さ
ら
に
、
監
視
艇
の
配
備
は
、
船
舶
職
員
の
み
な

ら
ず
そ
の
家
族
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、

監
視
艇
の
長
期
配
備
計
画
及
び
今
後
の
方
針
に
つ

い
て
５
年
、
10
年
前
か
ら
決
ま
っ
て
い
る
も
の
で
あ

れ
ば
前
広
に
情
報
提
供
を
お
願
い
す
る
。 

《
回
答
》 

 

船
舶
職
員
の
皆
さ
ん
が
、
密
輸
や
テ
ロ
対
策
の
た

め
、
安
全
で
安
定
し
た
監
視
艇
の
運
航
等
、
税
関
業

務
を
円
滑
に
遂
行
す
る
た
め
日
夜
努
力
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。 

船
舶
職
員
の
上
位
級
へ
の
昇
格
に
つ
い
て
も
、
個

別
に
人
事
院
の
厳
し
い
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
必

要
と
な
っ
て
お
り
、
経
験
年
数
あ
る
い
は
定
数
枠
が

あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
の
み
で
昇
格
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
が
、
当
局
と
し
て

も
、
従
来
か
ら
人
事
院
と
の
個
別
協
議
の
場
に
お
い

て
、
鋭
意
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

船
舶
職
員
の
皆
さ
ん
の
処
遇
改
善
を
図
る
た
め
、

今
後
と
も
引
き
続
き
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。 

監
視
艇
の
運
航
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全
航
行
の
確

保
を
第
一
と
考
え
て
お
り
、
今
後
と
も
、
監
視
艇
の

安
全
航
行
に
必
要
な
要
員
の
確
保
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
。 

監
視
艇
配
備
計
画
に
関
し
て
は
、
取
締
り
に
お
け

る
必
要
性
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
適
宜
、
見
直
し

を
実
施
し
て
い
る
。（
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
職
員
の

関
心
が
高
い
事
柄
と
認
識
し
て
お
り
、）
引
き
続
き
、

お
知
ら
せ
で
き
る
段
階
に
な
れ
ば
、
可
能
な
限
り
情

報
提
供
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。 

（
５
）
定
年
退
職
者
ポ
ス
ト
へ
は
速
や
か
に
後
補
充

を
行
う
こ
と
。 

定
年
退
職
に
伴
う
減
員
は
、
残
さ
れ
た
職
員
に
多

大
な
負
担
を
強
い
る
だ
け
で
な
く
、
円
滑
な
税
関
行

政
の
遂
行
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
こ
と
か

ら
、
速
や
か
な
後
補
充
が
必
要
で
あ
る
。
つ
い
て
は
、

定
年
退
職
者
ポ
ス
ト
に
は
、
併
任
に
よ
る
こ
と
な

く
、
速
や
か
に
後
補
充
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。 
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 ④
地
域
手
当
に
つ
い
て 

 

仙
台
塩
釜
税
関
支
署
塩
釜
事
務
所
及
び
麻
薬
探

知
犬
管
理
セ
ン
タ
ー
仙
台
事
務
所
、
及
び
立
川
出
張

所
横
田
旅
具
検
査
場
に
つ
い
て
は
、
同
一
港
内
、
同

一
地
域
で
勤
務
す
る
他
の
官
署
と
は
異
な
り
、
地
域

手
当
の
支
給
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
支

給
対
象
と
な
る
よ
う
働
き
か
け
を
お
願
い
す
る
。 

 ⑤
犯
則
取
締
等
手
当
に
つ
い
て 

 

現
在
金
密
輸
事
犯
に
か
か
る
捜
索
に
つ
い
て
は
、

犯
則
取
締
等
手
当
の
支
給
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。

密
輸
の
背
後
に
は
、
暴
力
団
等
が
絡
ん
で
い
る
事
が

多
く
、
捜
索
に
は
危
険
が
伴
う
こ
と
か
ら
犯
則
取
締

等
手
当
の
支
給
対
象
と
な
る
よ
う
関
係
機
関
に
強

く
働
き
か
け
を
お
願
い
す
る
。 

 ⑥
赴
任
旅
費
の
見
直
し
に
つ
い
て 

移
転
料
の
実
費
支
給
化
に
係
る
改
正
が
行
わ
れ

た
が
、
生
活
必
需
品
と
言
え
る
乗
用
車
や
自
転
車
等

が
支
給
対
象
か
ら
除
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
支
給

対
象
外
経
費
に
つ
い
て
見
直
し
を
図
る
よ
う
お
願

い
す
る
。 

《
回
答
》 

 

税
関
職
員
の
給
与
に
関
わ
る
事
項
等
に
つ
い
て

は
、
皆
さ
ん
が
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
承

知
し
て
お
り
、
制
度
に
関
す
る
事
項
で
あ
り
当
局
の

権
限
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
当
局
と
し

て
、
関
係
機
関
に
対
し
必
要
な
要
望
を
行
っ
て
き
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

現
下
の
行
財
政
事
情
等
か
ら
極
め
て
厳
し
い
状
況

で
は
あ
る
が
、
税
関
職
員
の
職
務
の
困
難
性
や
職
責

の
高
ま
り
な
ど
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
関
係
機
関
に

対
し
、
処
遇
の
改
善
を
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
。 

（
７
）
再
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
を
図
る
こ
と
。 

再
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、
長
期
継
続
雇
用
を
前

提
に
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
生
計
費
の
増
加

等
に
対
処
す
る
目
的
で
支
給
さ
れ
る
生
活
関
連
手

当
や
、
主
と
し
て
人
材
確
保
を
目
的
と
す
る
手
当
で

あ
る
住
居
手
当
や
寒
冷
地
手
当
な
ど
一
部
の
手
当

は
支
給
さ
れ
て
い
な
い
。
フ
ル
タ
イ
ム
再
任
用
職
員

に
つ
い
て
は
、
一
般
職
員
と
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
は

無
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
手
当
に
つ
い
て
も
支
給

さ
れ
る
よ
う
関
係
機
関
に
働
き
か
け
て
い
た
だ
き

た
い
。 

特
に
、
昨
年
６
月
に
成
立
し
た
「
国
家
公
務
員
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
（
令
和
５
年
４
月
１

日
施
行
予
定
）
に
よ
っ
て
生
じ
る
、
現
在
の
再
任
用

職
員
と
定
年
引
上
げ
に
よ
る
60
歳
超
職
員
と
の
処

遇
格
差
を
含
め
、
再
任
用
職
員
の
能
力
や
勤
務
実
績

が
処
遇
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
再
任
用
職
員
に
か
か

る
上
位
級
枠
の
拡
大
等
を
関
係
機
関
に
訴
え
て
い

た
だ
き
た
い
。 

《
回
答
》 

 

再
任
用
職
員
の
各
種
手
当
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
が

強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、

制
度
に
関
す
る
事
項
で
あ
り
当
局
の
権
限
の
及
ば

な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
当
局
と
し
て
、
関
係
機

関
に
対
し
必
要
な
要
望
を
行
っ
て
き
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。 

ま
た
、
再
任
用
職
員
の
級
別
定
数
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
か
ら
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
対

象
に
、
組
織
活
力
の
維
持
・
向
上
を
図
る
目
的
と
し

て
、
４
級
以
上
の
級
を
導
入
し
拡
大
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

定
年
引
上
げ
に
つ
い
て
は
、
制
度
に
関
す
る
事
項

で
あ
り
当
局
の
権
限
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ

る
が
、
当
局
と
し
て
、
関
係
機
関
に
対
し
必
要
な
要

望
を
行
う
な
ど
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。 

《
回
答
》 

 
定
年
退
職
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
各
税
関
に
お
い

て
、
税
関
全
体
の
業
務
量
等
を
十
分
検
討
の
上
、
そ

の
職
場
の
業
務
処
理
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
の
な
い

よ
う
、
必
要
に
応
じ
、
後
補
充
又
は
併
任
等
の
方
法

に
よ
り
適
切
に
対
処
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。 

（
６
）
組
合
員
の
負
担
軽
減
及
び
処
遇
改
善
を
図
る

た
め
、
超
過
勤
務
手
当
、
寒
冷
地
手
当
、
通
勤

手
当
、
地
域
手
当
、
犯
則
取
締
等
手
当
、
赴
任

旅
費
が
支
給
ま
た
は
改
善
さ
れ
る
よ
う
関
係
機

関
に
働
き
か
け
る
こ
と
。 

① 

超
過
勤
務
手
当
の
見
直
し
に
つ
い
て 

 

地
方
官
署
に
お
い
て
は
、
チ
ャ
ー
タ
ー
便
や
ク
ル

ー
ズ
船
、
地
方
港
で
の
取
締
り
等
に
対
し
、
近
隣
官
署

か
ら
応
援
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
。
応
援
派
遣
に
あ

た
っ
て
は
、
官
用
車
・
移
動
式
官
署
車
に
よ
る
移
動
が

不
可
欠
で
あ
る
が
、
そ
の
移
動
時
間
の
取
扱
い
に
つ

い
て
は
、
公
務
の
要
請
に
よ
り
実
質
的
に
拘
束
さ
れ

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
当
該
移
動
に
「
業
務
性
」
が

認
め
ら
れ
る
運
転
手
に
限
り
超
過
勤
務
手
当
の
支
給

対
象
等
と
な
っ
て
い
る
。
通
常
、
応
援
派
遣
は
、
在
勤

官
署
へ
出
勤
し
た
後
、
官
服
や
検
査
着
を
着
用
し
、
検

査
機
器
、
税
関
職
員
章
や
公
印
等
を
所
持
し
、
運
転
者

以
外
の
職
員
は
、
運
転
手
が
安
全
運
転
に
努
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
呼
称
運
転
な
ど
の
安
全
確
認
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

 ②
寒
冷
地
手
当
に
つ
い
て 

 

近
年
、
日
本
海
側
の
積
雪
量
は
増
加
し
て
お
り
、

冬
季
に
お
け
る
暖
房
費
用
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

の
購
入
等
、
負
担
が
増
加
し
て
い
る
と
の
声
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
日
本
海
側
の
官
署
及
び
高
地
に
あ
る
地

方
空
港
で
働
く
組
合
員
に
必
要
な
寒
冷
地
手
当
が

支
給
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
を
お
願
い
す
る
。
ま

た
、
積
雪
は
な
く
と
も
、
冬
季
に
お
け
る
路
面
凍
結

が
あ
り
、
自
家
用
車
通
勤
で
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

を
購
入
せ
ざ
る
を
得
な
い
地
域
で
在
勤
す
る
組
合

員
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
支
給
さ
れ
る
よ
う
働
き
か

け
を
お
願
い
す
る
。
な
お
、
具
体
例
と
し
て
は
大
船

渡
税
関
支
署
、
釜
石
税
関
支
署
、
釜
石
税
関
支
署
宮

古
出
張
所
、
宇
都
宮
出
張
所
、
鹿
島
税
関
支
署
日
立

出
張
所
、
仙
台
塩
釜
税
関
支
署
、
同
塩
釜
事
務
所
、

同
石
巻
出
張
所
、
同
気
仙
沼
出
張
所
、
仙
台
空
港
税

た
出
張
時
の
「
単
な
る
移

動
時
間
」
と
は
明
確
に
異

な
る
も
の
と
考
え
る
こ
と

か
ら
超
過
勤
務
手
当
等
の

対
象
と
し
て
い
た
だ
き
た

い
。 

関
支
署
、
麻
薬
探
知
犬
管

理
セ
ン
タ
ー
仙
台
事
務

所
、
小
名
浜
税
関
支
署
、
同

相
馬
出
張
所
、
同
福
島
空

港
出
張
所
に
つ
い
て
お
願

い
し
た
い
。 

③
通
勤
手
当
に
つ
い
て 

 

鉄
道
等
の
整
備
に
よ
る
通
勤
圏
の
拡
大
、
職
員
の

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
意
識
の
高
ま

り
（
育
児
や
親
の
介
護
の
必
要
性
）、
な
ど
か
ら
、
単

身
赴
任
や
転
居
す
る
こ
と
な
く
遠
距
離
通
勤
と
す

る
、
若
し
く
は
せ
ざ

る
を
得
な
い
職
員
が

増
加
し
て
お
り
、
通

勤
手
当
の
上
限
を
超

え
た
場
合
に
は
自
己

負
担
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
通
勤
手

当
が
全
額
支
給
さ
れ

る
よ
う
働
き
か
け
を

お
願
い
す
る
。 
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３
．
級
別
定
数
及
び
機
構
の
要
求 

組
合
員
の
処
遇
停
滞
を
招
か
な
い
よ
う
、
今
後
も

必
要
な
級
別
定
数
の
拡
大
及
び
機
構
増
に
努
め
る
こ

と
。 令

和
４
年
度
機
構
要
求
に
お
い
て
、
統
括
官
以
上

が
39
増
と
な
っ
た
こ
と
、
６
級
以
上
の
級
別
定
数
が

41
増
と
昨
年
と
同
様
に
大
幅
な
増
と
な
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
評
価
し
て
い
る
が
、
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ

た
と
お
り
、
私
た
ち
の
処
遇
目
標
は
６
級
で
あ
る
。
引

き
続
き
増
大
す
る
Ｓ
Ｐ
貨
物
や
国
際
郵
便
物
の
増
加

へ
の
対
応
な
ど
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
今
後
も

６
級
の
級
別
定
数
の
確
保
に
加
え
、
統
括
官
機
構
の

新
設
や
既
存
の
機
構
の
増
設
を
お
願
い
す
る
。 

ま
た
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
い
わ
ゆ
る
採
用
の
山

と
言
わ
れ
る
世
代
の
処
遇
が
停
滞
し
な
い
よ
う
、
４

級
及
び
５
級
の
級
別
定
数
の
確
保
に
努
力
さ
れ
た

い
。 

《
回
答
》 

 

機
構
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
行
政
組
織
等
の
減
量
・

効
率
化
が
推
進
さ
れ
る
中
、
既
存
組
織
の
合
理
的
再

編
、
す
な
わ
ち
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
に

よ
り
対
処
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
査
定
当
局
の

姿
勢
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た

状
況
の
中
で
、
統
括
官
以
上
の
機
構
の
必
要
性
を
強

く
訴
え
、
そ
の
確
保
に
最
大
限
努
力
し
た
結
果
、
令

和
４
年
度
予
算
案
に
お
い
て
は
純
増
39
と
な
っ
た

も
の
で
あ
る
。 

今
後
と
も
、
税
関
業
務
の
現
状
及
び
業
務
量
の
推

移
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
必
要
と
な
る
機
構
の
整
備

に
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。 

級
別
定
数
の
改
定
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
税

関
職
員
の
役
職
別
職
員
構
成
等
に
も
配
意
し
つ
つ
、

業
務
量
の
増
大
及
び
複
雑
か
つ
困
難
化
す
る
税
関
業

務
の
特
殊
性
に
沿
っ
た
要
求
を
行
っ
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

皆
さ
ん
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
現
下
の
行
財
政
事

情
等
か
ら
極
め
て
厳
し
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
今
後

と
も
、
職
員
の
処
遇
改
善
を
図
る
た
め
、
級
別
定
数

枠
の
確
保
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。 

４
．
業
務
処
理
体
制
に
か
か
る
諸
問
題 

（
１
）
テ
ロ
対
策
へ
の
取
組
み
強
化
に
向
け
た
対
応

に
つ
い
て
は
、
必
要
な
人
員
の
確
保
、
検
査
機

器
の
配
備
な
ど
業
務
処
置
体
制
の
整
備
を
図
る

と
と
も
に
、
職
員
の
安
全
管
理
を
徹
底
す
る
た

め
、
引
き
続
き
、
爆
発
物
等
に
関
す
る
知
識
や

危
険
物
発
見
時
の
対
応
等
に
か
か
る
研
修
等
の

充
実
さ
せ
る
こ
と
。 

今
後
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
２
０
２
５
年
の
大

阪
万
博
や
２
０
２
７
年
に
は
横
浜
で
の
国
際
園
芸

博
覧
会
な
ど
の
大
規
模
な
国
際
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
テ
ロ
対
策
を
強
化
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
我
々
も
十
分
に
理
解
し
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
業
務
量
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
必
要
な
人
員
の
確
保
、
検
査
機
器
の
配

備
な
ど
業
務
処
理
体
制
の
整
備
を
図
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。 

ま
た
、
職
員
の
安
全
管
理
を
図
る
た
め
、
引
き
続

き
、
爆
発
物
等
に
関
す
る
知
識
や
危
険
物
発
見
時
の

対
応
等
に
か
か
る
よ
り
確
実
な
研
修
等
の
充
実
を

お
願
い
す
る
。 

《
回
答
》 

 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
（
東
京
大
会
）
の
開
催
に
当
た
っ
て
は
、
大
会
関

係
物
品
の
円
滑
な
通
関
及
び
テ
ロ
関
連
物
資
等
の

水
際
対
策
を
実
施
す
る
な
ど
、
東
京
大
会
の
無
事
終

了
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上

げ
た
い
。 

テ
ロ
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
内
外
関
係
機
関
・
関

係
事
業
者
等
と
の
連
携
も
行
い
つ
つ
、
税
関
の
体
制

の
整
備
・
充
実
や
取
締
・
検
査
機
器
の
適
正
配
備
、

事
前
情
報
等
の
活
用
な
ど
、
業
務
の
一
層
の
高
度
化
・

効
率
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ

ら
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
安
全
管
理
に
つ
い
て
も
、
税
関
業
務
の
円

滑
な
遂
行
に
と
っ
て
、
基
本
的
条
件
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
従
来
か
ら
そ
の
充
実
に
努
め
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。 

具
体
的
に
は
、
取
締
り
、
検
査
等
の
業
務
に
従
事

す
る
職
員
が
、
不
審
物
発
見
時
や
不
測
事
態
の
発
生

時
に
安
全
か
つ
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
テ
ロ
対

策
を
目
的
と
し
た
研
修
の
実
施
に
加
え
、
関
係
機
関

と
の
連
絡
体
制
の
再
確
認
、
合
同
で
の
テ
ロ
対
策
訓

練
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
関
税
局
で
作
成
し
た
「
不

審
物
を
発
見
し
た
基
本
的
指
針
」
や
、
各
税
関
に
お

け
る
不
審
物
発
見
時
に
係
る
対
応
の
周
知
等
に
よ

り
、
安
全
対
策
の
徹
底
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。 今

後
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
も

図
り
つ
つ
、
テ
ロ
対
策
及
び
職
員
の
安
全
管
理
に
対

す
る
取
組
を
継
続
し
て
ま
い
り
た
い
。 

（
２
）
輸
出
物
品
販
売
場
制
度
に
お
け
る
免
税
販
売

手
続
の
電
子
化
に
つ
い
て
は
、
職
員
に
過
度
な

負
担
を
強
い
る
こ
と
が
な
い
よ
う
人
員
配
置
及

び
職
場
環
境
の
整
備
等
適
切
に
対
応
す
る
こ

と
。 

免
税
物
品
購
入
者
の
利
便
性
の
向
上
及
び
免
税

店
事
業
者
の
免
税
販
売
手
続
の
効
率
化
を
図
る
観

点
か
ら
昨
年
10
月
よ
り
、
免
税
販
売
手
続
が
完
全
電

子
化
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
購
入
記
録
票
の

提
出
か
ら
旅
券
等
の
提
示
と
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
に
よ
り
、
訪
日
外
国
人
旅

行
者
が
激
減
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
混
乱
が
あ
っ

た
と
い
う
声
は
聞
こ
え
て
こ
な
い
も
の
の
、
引
き
続

き
職
員
へ
の
過
度
な
負
担
を
強
い
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
適
切
な
人
員
配
置
及
び
職
場
環
境
の
整
備
等

を
お
願
い
す
る
。 

《
回
答
》 

 

輸
出
物
品
販
売
場
制
度
に
お
け
る
免
税
販
売
手

続
の
完
全
電
子
化
を
踏
ま
え
た
税
関
に
お
け
る
取

締
り
に
際
し
て
は
、
国
税
当
局
と
も
連
携
し
つ
つ
、

事
前
に
税
関
に
提
供
さ
れ
る
購
入
記
録
情
報
を
用

い
た
効
果
的
・
効
率
的
な
取
締
り
が
可
能
と
な
る
よ

う
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。 

ま
た
、
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
空
港
や
海
港
に
お

け
る
業
務
量
を
適
切
に
把
握
し
、
職
員
に
と
っ
て
過

度
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
、
適
正
な
人
員
配
置
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

（
３
）
旅
具
検
査
体
制
の
改
善
に
あ
た
っ
て
は
、
先

に
運
用
さ
れ
た
現
場
の
意
見
の
反
映
及
び
関
係

職
員
の
大
幅
な
負
担
増
加
や
急
激
な
勤
務
環
境

の
変
更
が
生
じ
な
い
よ
う
十
分
配
慮
す
る
と
と

も
に
、
前
広
な
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
。 

通
関
時
に
お
け
る
関
税
等
の
納
付
手
段
の
多
様

化
と
し
て
、
本
邦
に
入
国
す
る
旅
客
等
の
携
帯
品
等

に
係
る
関
税
等
に
つ
い
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付

を
可
能
と
す
る
旨
が
示
さ
れ
た
。
既
に
昨
年
７
月
よ

り
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決

済
ア
プ
リ
に
よ
る
納
付

は
運
用
開
始
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
も
旅
具
検

査
体
制
の
改
善
が
予
定

さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
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《
回
答
》 

 

輸
出
入
申
告
官
署
の
自
由
化
に
つ
い
て
は
、
施
行

か
ら
約
４
年
半
が
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
税
関
側
及
び
事
業
者
側
双
方
に

お
い
て
順
調
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。 現

時
点
に
お
い
て
も
、
輸
出
入
申
告
官
署
の
自
由

化
を
利
用
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
中
の
貿
易

関
係
事
業
者
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
税
局
と
し
て
は
、

こ
れ
ら
の
者
の
意
向
を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
、
引

き
続
き
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
税

関
官
署
ご
と
の
業
務
量
を
適
切
に
把
握
し
た
う
え

で
、
税
関
業
務
の
処
理
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
の
な

い
よ
う
、
適
正
な
人
員
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

ま
た
、
通
関
体
制
に
つ
い
て
は
、
各
税
関
に
お
い

て
、
行
政
需
要
等
を
勘
案
し
つ
つ
、
業
務
運
営
の
効

率
化
を
図
る
た
め
、
随
時
、
適
正
な
体
制
整
備
を
図

っ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
が
、
通
関
体
制
を

大
き
く
変
更
す
る
場
合
に
は
、
職
員
へ
の
前
広
な
情

報
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

（
６
）
職
員
の
増
加
に
伴
い
現
場
を
支
え
る
総
務
・
管

理
部
門
の
業
務
量
が
膨
大
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
税
関
行
政
が
円
滑
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
、

こ
れ
ら
部
門
へ
の
適
正
な
人
員
配
置
を
行
う
こ

と
。 

税
関
職
員
は
そ
の
職
務
の
高
度
性
・
困
難
性
等
か

ら
人
材
育
成
が
重
要
と
な
る
が
、
職
員
の
増
加
に
伴

い
現
場
を
支
え
る
総
務
・
管
理
部
門
の
業
務
量
が
膨

大
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
総
務
・
管
理
部
門
に

お
い
て
も
、
業
務
に
配
慮
し
た
適
正
な
配
置
が
求
め

ら
れ
る
。 

こ
れ
ら
部
門
に
つ
い

て
は
、
絶
対
的
に
業
務

量
が
増
加
し
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
、
税
関
行

政
が
円
滑
に
運
営
さ
れ

る
よ
う
適
正
な
配
置
を

お
願
い
し
た
い
。 

（
７
）
チ
ャ
ー
タ
ー
便
や
ク
ル
ー
ズ
船
へ
の
対
応
等

の
た
め
地
方
官
署
で
勤
務
す
る
職
員
の
負
担
軽

減
が
図
ら
れ
る
よ
う
な
適
正
な
人
員
配
置
を
行

う
こ
と
。 

署
で
勤
務
す
る
職
員
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
よ

う
適
正
な
人
員
配
置
を
お
願
い
す
る
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
終
息
の
折

に
は
、
地
方
官
署
に
お

い
て
は
、
以
前
の
よ
う

に
チ
ャ
ー
タ
ー
便
へ
の

対
応
や
地
方
港
で
の
取

締
り
等
の
行
政
需
要
が

増
加
す
る
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
地
方
官

が
、
業
務
処
理
体
制
の
変
更
や
各
施
策
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
先
に
運
用
さ
れ
た
現
場
の
意
見
の
反
映

及
び
関
係
職
員
の
大
幅
な
負
担
増
加
や
急
激
な
勤
務

環
境
の
変
更
が
生
じ
な
い
よ
う
、
引
き
続
き
十
分
配

慮
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
前
広
な
情
報
提
供
を
お
願

い
す
る
。 

（
４
）
国
際
郵
便
物
税
関
検
査
装
置
の
導
入
に
つ
い

て
は
、
先
に
運
用
さ
れ
た
現
場
の
意
見
を
反
映

す
る
と
と
も
に
、
前
広
な
情
報
提
供
を
行
う
こ

と
。 

《
回
答
》 

 

入
国
旅
客
等
の
携
帯
品
等
に
係
る
関
税
等
に
つ
い

て
は
、
各
税
関
か
ら
意
見
を
頂
き
な
が
ら
成
田
、
羽

田
、
関
西
、
中
部
、
福
岡
、
新
千
歳
の
６
空
港
に
お

い
て
昨
年
７
月
よ
り
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

を
、
本
年
２
月
よ
り
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
し

た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
運
用
を
行
っ
て
い
る
。 

旅
具
検
査
体
制
に
つ
い
て
は
、
不
断
の
改
善
を
図

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
際
、
業
務
処
理
体

制
の
変
更
や
改
善
が
必
要
と
な
る
場
合
に
は
、
現
場

の
意
見
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
関
係
職
員
の
大
幅
な
負

担
増
加
や
急
激
な
勤
務
環
境
の
変
化
が
な
い
よ
う
配

慮
す
る
と
と
も
に
、
前
広
な
情
報
提
供
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
。 

国
際
郵
便
物
税
関
検
査
装
置
に
つ
い
て
は
、
Ｘ
線

画
像
、
郵
便
事
前
電
子
情
報
等
に
よ
り
、
悉
皆
的
・
効

率
的
に
検
査
で
き
る
機
器
と
し
て
期
待
す
る
も
の
で

た
郵
便
物
の
処
理
に
別
途
職
員
を
配
置
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
。
今
後
、
他
の
税
関
で
も
導
入
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
か
と
思
う
が
、
そ
の
導
入
に
あ
た
っ
て

は
、
先
に
運
用
さ
れ
た
現
場
の
意
見
を
反
映
し
て
い

た
だ
き
、
よ
り
取
扱
い
易
い
機
器
と
な
る
よ
う
改
善

を
求
め
る
と
と
も
に
、
前
広
な
情
報
提
供
を
お
願
い

し
た
い
。 

は
あ
る
が
、
現
在
配
備

さ
れ
て
い
る
装
置
に

つ
い
て
は
、
郵
便
物
の

バ
ー
コ
ー
ド
が
正
常

に
読
み
取
ら
れ
ず
に

エ
ラ
ー
と
し
て
排
出

さ
れ
、
そ
の
排
出
さ
れ

（
５
）
輸
出
入
申
告
官
署
の
自
由
化
に
か
か
る
、
関

係
業
界
へ
の
継
続
的
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施
及

び
、
業
務
量
に
応
じ
た
人
員
補
充
な
ど
の
対
応

を
行
う
こ
と
。 

《
回
答
》 

 

国
際
郵
便
物
に
係
る
検
査
動
線
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
東
京
外
郵
出
張
所
、
川
崎
外

郵
出
張
所
、
大
阪
外
郵
出
張
所
及
び
中
部
外
郵
出
張

所
に
お
い
て
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
他
の
外
郵

出
張
所
に
お
い
て
も
必
要
な
見
直
し
を
順
次
実
施

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。 

関
税
局
と
し
て
は
、
各
外
郵
出
張
所
に
お
け
る
見

直
し
後
の
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
見
直
し
が
予
定
さ

れ
て
い
る
外
郵
出
張
所
に
必
要
な
情
報
提
供
等
を

行
い
、
業
務
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。 

引
き
続
き
、
外
郵
出
張
所
ご
と
の
業
務
量
を
適
切

に
把
握
し
、
税
関
業
務
の
処
理
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
の
な
い
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

輸
出
入
申
告
官
署
の
自
由
化
が
実
施
さ
れ
、
約
４

年
が
経
過
し
た
が
、
首
都
圏
へ
の
業
務
量
の
偏
り
が

生
じ
始
め
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
、
関
係
業
界

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
東

京
税
関
の
特
通
部
門
に
お
い
て
は
、
国
際
宅
配
便
大

手
が
東
京
税
関
に
一
極
集
中
を
し
て
い
る
こ
と
に

よ
り
、
申
告
が
集
中
す
る
早
朝
の
時
間
帯
、
深
夜
の

時
間
帯
に
予
備
審
査
が
大
幅
に
滞
り
、
本
審
ま
で
に

審
査
が
終
了
し
な
い
と
い
っ
た
状
況
が
見
受
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
局
に
あ
っ
て
は
、
細
か
な

実
態
把
握
を
す
る
と
と
も
に
、
業
務
量
に
応
じ
た
人

員
の
補
充
な
ど
柔
軟
な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。 

《
回
答
》 

 

現
下
の
厳
し
い
行
財
政
事
情
の
下
で
は
あ
る
が
、

増
大
す
る
業
務
へ
的
確
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に

も
、
必
要
な
税
関
定
員
の
確
保
に
向
け
て
努
力
し
て

ま
い
り
た
い
。 

ま
た
、
人
員
の
配
置
に
関
し
て
は
、
税
関
業
務
の

現
状
及
び
業
務
量
の
推
移
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
職

員
に
と
っ
て
過
度
な
業
務
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う

適
正
な
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 
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 《
回
答
》 

 
地
方
官
署
の
職
員
の
方
々
が
日
々
苦
労
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。 

税
関
業
務
の
現
状
及
び
業
務
量
の
推
移
等
を
勘
案

し
な
が
ら
、
職
員
に
と
っ
て
過
度
な
負
担
と
な
ら
な

い
よ
う
、
引
き
続
き
適
正
な
人
員
配
置
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
。 

５
．
宿
舎
の
確
保
、
職
場
環
境
の
整
備
及

び
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進 

（
１
）
定
員
増
に
見
合
っ
た
寮
・
宿
舎
の
戸
数
確
保

に
引
き
続
き
努
め
る
こ
と
。 

必
要
戸
数
の
確
保
を
お
願
い
す
る
。 

な
お
、
一
部
合
同
宿
舎
等
に
つ
い
て
は
、
築
40
年

を
超
え
る
宿
舎
も
あ
り
、
経
年
に
よ
る
老
朽
化
が
著

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
省
庁
別
宿
舎

の
老
朽
化
に
つ
い
て
は
、
予
算
措
置
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
、
合
同
宿
舎
に
つ
い
て
は
関
係
当
局
へ
の

働
き
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。 

税
関
の
定
員

が
増
加
す
る
な

か
、
必
要
な
宿
舎

の
確
保
は
ま
す

ま
す
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い

く
た
め
、
今
後
も

《
回
答
》 

 

公
務
員
宿
舎
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
12
月
に

決
定
さ
れ
た
「
国
家
公
務
員
宿
舎
の
削
減
計
画
」
に

基
づ
き
、
平
成
28
年
度
末
ま
で
に
順
次
削
減
が
進
め

ら
れ
て
き
た
等
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。 

当

局
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
同
計
画
で
定
め
ら
れ
た

「
職
務
上
宿
舎
へ
の
入
居
が
認
め
ら
れ
る
職
員
」
に

対
す
る
宿
舎
の
確
保
に
努
力
し
て
き
て
い
る
。 

ま
た
、
人
事
異
動
期
に
お
い
て
は
、
該
当
す
る
全

て
の
官
署
（
地
区
）
に
お
い
て
、
関
係
す
る
財
務
局

と
の
間
で
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
宿
舎
自
体
に
空

き
が
な
い
場
合
に
は
、
民
間
か
ら
借
り
上
げ
る
な
ど

の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
対
応
し
て
き
て
お

り
、
引
き
続
き
、
必
要
な
宿
舎
の
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
。 

 
 

 

宿
舎
の
建
替
え
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
合
同
宿

舎
に
よ
る
設
置
が
原
則
で
あ
り
、
合
同
宿
舎
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
各
税
関
か
ら
の
要
求
に
基
づ
き
、
財

務
局
が
宿
舎
の
必
要
戸
数
等
を
把
握
し
た
う
え
で
、

計
画
的
・
効
率
的
に
整
備
す
る
も
の
と
承
知
し
て
い

る
。 省

庁
別
宿
舎
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
財
政
事
情
の

下
で
優
先
度
の
高
い
も
の
か
ら
改
修
等
に
努
め
て

き
て
お
り
、
引
き
続
き
宿
舎
の
適
正
な
維
持
管
理
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

（
２
）
超
過
勤
務
の
上
限
等
に
関
す
る
措
置
に
つ
い

て
は
、
職
員
に
肉
体
的
・
精
神
的
負
担
を
強
い

る
こ
と
が
な
い
よ
う
適
正
に
対
応
す
る
こ
と
。 

超
過
勤
務
の
上
限
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
長
時

間
労
働
の
是
正
と
な
り
、
職
員
の
心
身
の
健
康
保
持

や
、
仕
事
と
家
庭
生
活
の
両
立
の
支
援
策
と
し
て
期

待
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
事
務
量
の
削
減
が
な
さ
れ

な
い
ま
ま
超
過
勤
務
の
上
限
が
設
け
ら
れ
る
よ
う

な
こ
と
に
な
る
と
、
職
員
に
肉
体
的
・
精
神
的
負
担

を
強
い
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
務

の
効
率
化
・
平
準
化
及
び
適
正
な
人
員
配
置
も
併
せ

て
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
。 

《
回
答
》 

 

恒
常
的
な
長
時
間
に
及
ぶ
超
過
勤
務
は
、
職
員
の

活
力
を
低
下
さ
せ
、
業
務
遂
行
に
支
障
を
来
す
と
と

も
に
、
職
員
の
心
身
の
健
康
だ
け
で
な
く
健
全
な
家

庭
生
活
に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。 

超
過
勤
務
縮
減
に
関
す
る
具
体
策
と
し
て
は
、
関

税
局
と
し
て
税
関
長
会
議
を
は
じ
め
各
種
会
議
で
単

な
る
慫
慂
や
呼
び
か
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
幹
部
職
員

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
で
、
管
理
者
に
対
し
て
事

務
の
効
率
化
や
事
務
の
見
直
し
等
の
業
務
改
善
に
向

け
た
取
組
強
化
を
推
進
す
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
指

導
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。 

ま
た
、
税
関
に
お
い
て
は
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
活
用
の
ほ

か
、
「
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
の
活
用
」､

「
事
務
手

続
の
電
子
化
」､

「
決
裁
業
務
の
ス
リ
ム
化
・
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
化
」
な
ど
、
個
々
の
税
関
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
実
状
に
応
じ
た
業
務
改
善
へ
の
取
組
み
を
進

め
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

今
後
と
も
、
税
関
業
務
の
現
状
及
び
業
務
量
の
推

移
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
職
員
に
と
っ
て
過
度
な
業

務
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
適
正
な
配
置
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
。 

（
３
）
公
務
員
の
定
年
の
引
上
げ
に
つ
い
て
は
、
職
員

の
将
来
の
生
活
設
計
に
大
き
く
関
わ
る
重
要
事

項
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
広
な
情
報
提
供
を
行

う
こ
と
。 

定
年
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
予
定
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
定

年
の
引
き
上
げ
は
、
職
員

の
将
来
の
生
活
設
計
に

大
き
く
関
わ
る
重
要
事

項
で
あ
り
、
関
心
の
高
い

事
項
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

前
広
な
情
報
提
供
を
お

願
い
す
る
。 

（
４
）
障
害
者
雇
用
に
あ
た
っ
て
は
、
障
害
者
及
び

そ
の
周
り
の
職
員
が
働
き
や
す
い
職
場
と
な
る

よ
う
職
場
環
境
の
整
備
等
適
切
に
対
応
す
る
こ

と
。 

《
回
答
》 

 

昨
年
６
月
４
日
に
、
国
家
公
務
員
の
定
年
を
段
階

的
に
65
歳
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
規
定
し
た
「
国
家

公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
が
成
立

し
、
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
予
定
で
あ
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
。 

定
年
の
引
上
げ
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
将
来
の
生

活
設
計
に
大
き
く
関
わ
る
重
要
事
項
で
あ
り
、
皆
さ

ん
の
関
心
が
高
い
事
柄
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
お
知
ら
せ
で
き
る
段
階
に
な
れ
ば
、
前

広
な
情
報
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

質
の
良
い
仕
事
を
す
る
た
め
に
は
、
職
場
環
境
の

充
実
は
不
可
欠
で
あ
る
。
障
害
を
持
つ
職
員
が
能
力

を
最
大
限
発
揮
で
き
活
躍
し
や
す
い
職
場
と
な
る

よ
う
、
引
き
続
き
障
害
者
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境

と
な
る
よ
う
整
備
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
サ
ポ

ー
ト
す
る
周
り
の
職
員
に
も
研
修
を
行
う
な
ど
の

配
慮
を
お
願
い
す
る
。 

《
回
答
》 

 

障
害
者
が
定
着
し
活
躍
で
き
る
職
場
を
つ
く
る

た
め
、
人
事
担
当
者
及
び
配
置
先
部
署
の
緊
密
な
連

携
の
も
と
、
障
害
者
で
あ
る
職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
、
障
害
の
種
類
や
程
度
、
障
害
特

性
や
必
要
な
支
援
等
を
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
て
就

労
支
援
機
関
等
に
も
相
談
し
つ
つ
、
必
要
な
設
備
の

設
置
等
を
含
め
、
職
場
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
。 

 

ま
た
、
障
害
者
の
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り

の
た
め
に
は
、
障
害
に
対
す
る
職
場
の
同
僚
・
上
司
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《
回
答
》 

 

時
間
に
制
約
が
あ
る
職
員
を
含
め
た
全
て
の
職

員
が
、
心
身
共
に
健
康
で
、
個
々
の
能
力
を
十
分
に

発
揮
し
て
業
務
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
環
境

を
整
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。 

こ
れ
ま
で
も
、
育
児
休
業
等
を
取
得
し
や
す
い
職

場
づ
く
り
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
男
性
の

育
児
休
業
及
び
男
の
産
休
に
つ
い
て
も
取
得
率
は

向
上
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
も
育
児

休
業
等
の
制
度
を
取
得
し
や
す
い
職
場
環
境
と
な

る
よ
う
、
引
き
続
き
各
種
会
議
や
研
修
等
に
お
い
て

幹
部
・
管
理
者
を
含
め
た
職
員
の
意
識
付
け
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
。 

ま
た
、
産
前
・
産
後
休
暇
取
得
時
に
お
け
る
代
替

職
員
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
任
期
付
職
員
の
採

用
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

税
関
に
お
け
る
在
宅
型
テ
レ
ワ
ー
ク
の
シ
ス
テ

ム
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
に
税
関

シ
ン
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
機
能
に
お
い
て
同
時
利
用
可

能
数
の
拡
充
及
び
職
員
間
の
連
絡
を
可
能
と
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
導
入
を
予
定
し

て
い
る
。
ま
た
、
管
理
職
員
は
、
在
宅
型
テ
レ
ワ
ー

ク
実
施
職
員
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
等
が
必
要
な
場
合
に

は
、
電
話
や
メ
ー
ル
等
を
活
用
し
、
適
切
な
指
導
・

助
言
に
努
め
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

 

今
後
と
も
テ
レ
ワ
ー
ク
の
環
境
整
備
や
管
理
職

員
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
向
上
に
向
け
た
取
組
の

推
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

 

ラストスパート 

です！！ 

（
５
）
男
女
を
問
わ
ず
育
児
・
介
護
を
行
っ
て
い
る

職
員
が
、
各
種
休
暇
制
度
を
取
得
し
や
す
い
職

場
環
境
の
整
備
と
周
囲
の
職
員
の
負
担
軽
減
に

つ
な
が
る
よ
う
人
員
の
手
当
な
ど
適
切
に
対
応

す
る
こ
と
。
ま
た
、
多
様
の
働
き
方
が
で
き
る

よ
う
テ
レ
ワ
ー
ク
の
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
。 

得
し
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
と
周
囲
の
職
員
の
負

担
軽
減
に
つ
な
が
る
よ
う
人
員
の
手
当
な
ど
を
お
願

い
す
る
。 

さ
ら
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
職

員
が
利
用
し
や
す
く
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
、
在
宅

型
テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、
シ
ス
テ
ム
環
境
の
整
備

を
図
る
と
と
も
に
、
更
な
る
環
境
整
備
や
そ
の
他
新

た
な
取
組
が
あ
れ
ば
前
広
な
情
報
提
供
を
お
願
い
す

る
。 な

お
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
広
が
る
こ
と
で
、
単
身
者
や

独
身
者
は
孤
立
感
や
疎
外
感
を
感
じ
る
可
能
性
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
管
理
者
か
ら
在
宅
型
テ
レ
ワ
ー
ク
を

し
て
い
る
職
員
に
対
し
て
密
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
よ
う
、
管
理
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
お
願

い
し
た
い
。 

男
女
を
問
わ
ず
育
児
・

介
護
を
行
っ
て
い
る
職
員

が
各
種
休
暇
制
度
を
取
得

す
る
場
合
、
現
状
、
代
替
職

員
を
確
保
す
る
こ
と
は
で

き
ず
、
各
種
休
暇
取
得
後

は
周
囲
の
職
員
で
業
務
を

こ
な
す
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
各
種
休
暇
制
度
を
取

《
回
答
》 

 
職
員
の
健
康
管
理
は
、
業
務
運
営
上
の
最
重
点
事

項
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
機
会
あ
る
ご
と
に
、

管
理
者
に
対
し
て
職
員
の
心
身
に
わ
た
る
健
康
管
理

に
十
分
な
配
慮
を
払
う
よ
う
注
意
喚
起
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。 

職
員
の
健
康
管
理
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
人
事
院
規
則
に
則
り
、
必
要
な
健
康
管

理
施
策
の
実
施
に
努
め
て
き
て
い
る
。 

 

特
に
、
人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
は
35
歳
以
上
の
希

望
者
全
員
を
対
象
と
し
、
定
期
健
康
診
断
に
つ
い
て

は
人
事
院
規
則
の
規
定
よ
り
も
受
診
対
象
者
の
拡

充
や
対
象
年
齢
を
引
き
下
げ
て
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。 

 

引
き
続
き
、
必
要
な
健
康
管
理
施
策
の
実
施
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。 

次
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

は
、
水
際
対
策
の
最
前
線
で
活
躍
し
て
い
る
税
関
職

員
は
、
業
務
上
、
入
出
国
す
る
旅
客
・
乗
組
員
や
、

輸
出
入
貨
物
の
検
査
に
立
ち
会
う
関
係
事
業
者
等

の
不
特
定
多
数
の
者
と
接
す
る
た
め
、
相
対
的
に
高

い
感
染
リ
ス
ク
に
晒(

さ
ら)

さ
れ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。 

こ
の
た
め
、
感
染
リ
ス
ク
を
低
減
し
、
職
員
が
安

全
に
職
務
を
全
う
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

旅
客
等
に
安
心
し
て
税
関
検
査
を
受
け
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
適
切
な
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
て
き
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
基
本
的
な
感

染
防
止
対
策
と
し
て
、
手
洗
い
や
手
指
消
毒
、
マ
ス

ク
の
常
時
着
用
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
職
員
の
使

用
す
る
マ
ス
ク
等
の
感
染
症
対
策
物
品
が
備
蓄
不

足
に
陥
る
こ
と
の
な
い
よ
う
数
量
管
理
に
努
め
て

お
り
、
現
時
点
で
消
毒
液
や
マ
ス
ク
等
の
感
染
症
対

策
物
品
は
、
必
要
な
職
員
に
行
き
渡
っ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。 

職
員
へ
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
出
勤

回
避
の
取
組
に
お
い
て
は
、
部
署
所
毎
の
業
務
量
や

休
暇
取
得
状
況
等
を
勘
案
し
て
、
職
員
へ
の
業
務
負

担
に
最
大
限
配
慮
し
た
勤
務
体
制
を
取
っ
て
き
て

お
り
、
適
切
に
対
処
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

引
き
続
き
、
職
員
の
感
染
防
止
対
策
に
万
全
を
期

す
と
と
も
に
、
感
染
拡
大
と
い
う
非
常
時
に
お
い
て

も
、
税
関
と
し
て
の
機
能
維
持
の
た
め
の
体
制
整
備

に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
た
い
。 

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
障
害
の
あ

る
職
員
を
温
か
く
見
守
り
、
支
援
す
る
応
援
者
と
な

る
よ
う
、
障
害
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
研

修
を
実
施
す
る
等
の
取
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。 

６
．
職
員
の
健
康
・
安
全
管
理 

（
１
）
健
康
管
理
施
策
の
確
実
な
実
施
に
努
め
る
と

と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
対
策
に
つ
い
て
、
マ
ス
ク
、
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
液
等
の
物
品
が
不
足
し
な
い
よ
う
必
要

数
の
確
保
す
る
こ
と
。
ま
た
、
感
染
防
止
の
た

め
の
出
勤
回
避
の
取
組
に
よ
り
、
職
員
に
過
度

な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
は
、

今
日
、
国
を
あ
げ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
で
あ
る
が
、
税
関
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
は

必
要
な
水
準
の
業
務
を
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
の
た
め
職
員
は
感
染
す
る
リ
ス
ク
を
抱
え
な
が

ら
職
務
に
精
励
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
職
員
の
心

身
に
過
度
な
負
担
と
な
ら
な

い
よ
う
、
マ
ス
ク
、
ア
ル
コ

ー
ル
消
毒
液
等
の
物
品
の
必

要
数
確
保
、
及
び
飛
沫
防
止

の
た
め
の
ア
ク
リ
ル
板
な
ど

の
配
備
と
と
も
に
、
感
染
防

止
の
た
め
の
出
勤
回
避
の
取

組
に
よ
り
、
職
員
に
過
度
な

負
担
が
発
生
し
な
い
よ
う
な

対
応
を
お
願
い
す
る
。 
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（
２
）
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
は
、
効
果

的
な
対
策
を
し
っ
か
り
と
行
う
こ
と
。 

て
は
、
職
場
の
要
員
不
足
な
ど
か
ら
個
人
で
過
度
に

仕
事
を
抱
え
て
し
ま
う
な
ど
、
責
任
感
の
強
さ
ゆ
え

に
肉
体
的
・
精
神
的
負
担
に
耐
え
切
れ
ず
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
を
患
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
な
ど
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

疾
患
を
抱
え
る
職
員
の
周
囲
の
職
員
も
思
い
悩
み
な

が
ら
対
応
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
引
き
続
き
未
然

防
止
、
一
次
予
防
に
努
め
る
と
と
も
に
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
疾
患
を
抱
え
る
職
員
へ
の
継
続
的
な
支
援
を
行

う
こ
と
。 

当
局
に
お
か
れ
て
は
、
引
き
続
き
ス
ト
レ
ス
チ
ェ

ッ
ク
制
度
に
よ
る
未
然
防
止
、
一
次
予
防
に
努
め
る

と
と
も
に
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
疾
患
を
抱
え
る
職
員

へ
の
継
続
的
な
支
援
を
行
う
よ
う
お
願
い
し
た
い
。 

各
種
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
が
、

依
然
と
し
て
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
疾
患
を
抱
え
る
職
員

が
発
生
し
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
原
因
と
し

《
回
答
》 

 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
関
し
て
は
、
そ
の
重
要

性
を
十
分
認
識
し
、
職
場
の
実
情
に
応
じ
た
各
種
の

施
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
各
管
理
者
に
は
職
員
に

対
す
る
身
上
把
握
の
徹
底
及
び
き
め
細
か
い
配
慮
に

心
掛
け
る
よ
う
指
導
・
徹
底
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。 職

員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
関
す
る
施
策
に

つ
い
て
は
、
人
事
院
の
指
針
等
に
基
づ
き
、
各
職
場

の
管
理
者
、
家
族
、
主
治
医
、
健
康
管
理
医
と
の
連

携
を
密
に
し
た
職
場
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
等
の

対
応
等
、
職
場
復
帰
や
再
発
防
止
に
対
す
る
所
要
の

措
置
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

今
後
と
も
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

は
、
十
分
配
慮
し
て
ま
い
り
た
い
。 

（
３
）
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ
い
て
は
効
果
的
な

対
策
を
し
っ
か
り
と
行
う
こ
と
。
特
に
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
禁
止
に
関
す
る

人
事
院
規
則
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

し
っ
か
り
と
行
う
こ
と
。 

各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
は
、
職
場
環
境
を
悪

化
さ
せ
る
だ
け
で
な

く
、
職
員
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
に
も
悪
影
響

を
与
え
る
た
め
、
そ
の

対
策
は
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。
各
種
管
理
者
研
修
に
お
い
て
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
の
講
義
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
が
、
引
き
続
き
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
確

実
な
実
施
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。 

《
回
答
》 

 

関
税
局
に
お
い
て
は
、
税
関
に
対
し
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
関
す
る
人
事
院
通
知
や
事
例
等
の
周
知
を
行

う
と
と
も
に
、
会
議
等
の
機
会
が
あ
る
ご
と
に
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
明
る
く
風
通
し
の
良
い
職
場

環
境
の
整
備
に
取
り
組
む
よ
う
注
意
喚
起
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

ま
た
、
税
関
に
お
い
て
も
、
幹
部
を
含
め
た
全
職

員
に
対
す
る
各
種
講
演
や
新
任
管
理
者
研
修
等
に

お
い
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
関
す
る
講
義
を
実

施
し
て
い
る
ほ
か
、
職
員
の
相
談
窓
口
を
設
置
す
る

な
ど
、
各
種
対
策
を
講
じ
て
い
る
。 

 

令
和
２
年
６
月
に
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防

止
等
の
人
事
院
規
則
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

税
関
に
お
い
て
は
、
新
た
に
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
関
す
る
相
談
員
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
人
事
院

規
則
や
部
内
規
程
の
内
容
に
つ
い
て
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
等
に
掲
載
す
る
等
、
職
員
に
対
し
周
知
徹
底
を
図

っ
て
い
る
。 

 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
は
、
大
変
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
と
も
そ
の
防
止
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。 

（
４
）
夏
季
休
暇
取
得
可
能
期
間
が
拡
大
さ
れ
る
よ

う
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
。 

人
事
院
規
則
に
お
い
て
、
夏
季
休
暇
取
得
可
能
期

間
は
、
７
月
か
ら
９
月
と
な
っ
て
い
る
が
、
７
月
は

税
関
の
人
事
異
動
期
で
あ
り
、
ま
た
、
出
入
国
旅
客

が
増
大
す
る
繁
忙
期
で
も
あ
る
。
現
状
は
、
職
員
が

融
通
し
あ
っ
て
期
間
内
で
の
取
得
に
努
力
し
て
い

る
状
況
に
あ
る
が
、
職

員
ご
と
の
多
様
性
も

あ
り
休
暇
を
取
得
し

た
い
時
期
が
異
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
取
得
可
能
期
間
が

拡
大
さ
れ
る
よ
う
関

係
機
関
へ
働
き
か
け

て
い
た
だ
き
た
い
。 

《
回
答
》 

 

夏
季
休
暇
取
得
可
能
期
間
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、

皆
さ
ん
が
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
お
り
、
制
度
に
関
す
る
事
項
で
あ
り
当
局
の
権
限

の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
当
局
と
し
て
、

関
係
機
関
に
対
し
必
要
な
要
望
を
行
っ
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

当局からの回答は以上となります。 

今後も、組合員の処遇改善のために取組みを進めていきます！ 

共に頑張りましょう♪ 
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２
０
２
２
春
季
生
活
闘
争
に
関
わ
る 

要
求
書
提
出
！ 

税
関
労
組
は
、
令
和
４
年
２
月
４
日
に
中
央

執
行
委
員
会
を
開
催
し
、
２
０
２
２
春
闘
に
か

か
る
具
体
的
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
し
、
決

定
し
ま
し
た
。 

そ
れ
を
踏
ま
え
、
令
和
４
年
３
月
25
日
、
関

税
局
税
関
考
査
管
理
室
に
対
し
て
、
関
税
局
長

あ
て
「
２
０
２
２
春
季
生
活
闘
争
に
関
わ
る
要

求
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。
提
出
に
際
し
て
は
、

要
求
書
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明
す

る
と
と
も
に
、
特
に
次
葉
掲
載
事
項
の
実
現
に

向
け
尽
力
す
る
よ
う
要
求
し
ま
し
た
。 

春
闘
期
に
か
か
る 

 
 

３
・
15
中
央
行
動
等
に
参
加
！ 

税
関
労
組
は
、
令
和
４
年
３
月
15
日
、
公
務
労
協
国

公
関
係
部
会
が
開
催
す
る
「
２
０
２
２
春
季
生
活
闘
争

３
．
15
決
起
集
会
」
及
び
公
務
員
連
絡
会
が
開
催
す
る

「
２
０
２
２
春
季
生
活
闘
争
３
．
15
中
央
行
動
」
に
参

加
し
ま
し
た
。 

ま
た
、「
２
０
２
２
春
季
生
活
闘
争
３
．
15
中
央
行
動
」

に
お
い
て
、
総
決
起
集
会
後
、
書
記
長
ク
ラ
ス
交
渉
委
員

が
人
事
院
職
員
福
祉
局
長
及
び
給
与
局
長
と
の
交
渉
を

行
い
、
賃
上
げ
に
対
す
る
積
極
的
姿
勢
、
比
較
企
業
規
模

の
堅
持
等
を
求
め
ま
し
た
。
税
関
労
組
か
ら
は
鈴
木
書

記
長
が
交
渉
委
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。 

３
月
22
日
に
は
、
人
事
院
総
裁
、
23
日
に
は
、
担
当

大
臣
か
ら
春
の
段
階
で
の
回
答
を
引
き
出
し
ま
し
た

が
、
今
後
は
人
勧
期
に
向
け
、
引
き
続
き
取
り
組
み
を
進

め
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
共
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。 

公務労協国公関係部会が開催する 

「２０２２春季生活闘争 3.15決起集会」の様子 

２０２２年春季要求に関わる交渉（委員長クラス） 

に臨む倉本中央執行委員長（右） 

「２０２２春季生活闘争 3.15中央行動」にて、 

議長を務める倉本中央執行委員長（中央） 

こ
れ
に
対
し
て
窓
口

か
ら
は
説
明
さ
れ
た
趣

旨
と
と
も
に
関
税
局
長

に
要
求
書
を
お
渡
し
す

る
旨
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、
税
関

労
組
に
よ
る
春
季
生
活

闘
争
が
始
ま
り
ま
し

た
。 

一致団結！！ 

明渡税関考査官（右側）に対し 

要求書を提出する鈴木書記長 
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「
海
事
職
俸
給
表
適
用
組
合
員
の
処
遇
改
善
等
に
関
す
る
要
求
書
」 

「
行
政
職(

二)

・
医
療
職(

三)

俸
給
表
適
用
組
合
員
の
処
遇
改
善
等
に
関
す
る
要
求
書
」 

「
男
女
が
共
に
働
き
や
す
い
職
場
の
実
現
に
関
す
る
要
求
書
」
を
提
出
‼ 

税
関
労
組
は
、
令
和
４
年
１
月
22
日
に
開
催
し
た
、
海
事

職
専
門
委
員
会
及
び
行
政
職(

二)

・
医
療
職(

三)

専
門
委
員

会
、
２
月
10
日
に
開
催
し
た
男
女
協
働
専
門
委
員
会
に
お
い

て
、
各
地
区
本
部
か
ら
事
前
に
意
見
集
約
し
た
内
容
を
踏
ま

え
、
処
遇
改
善
等
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
議
論
し
、
関
税

局
長
あ
て 

「
海
事
職
俸
給
表
適
用
組
合
員
の
処
遇
改
善
等
に
関
す
る

要
求
書
」 

「
行
政
職(

二)

・
医
療
職(

三)

俸
給
表
適
用
組
合
員
の
処

遇
改
善
等
に
関
す
る
要
求
書
」 

「
男
女
が
共
に
働
き
や
す
い
職
場
の
実
現
に
関
す
る
要
求

書
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。 

中
央
執
行
委
員
会
の
確
認
を
経
た
後
、
令
和
４
年
３
月
25

日
、
同
要
求
書
を
税
関
考
査
管
理
室
に
提
出
し
、
要
求
事
項

の
実
現
に
向
け
尽
力
す
る
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
窓
口
か
ら
は
説
明
さ
れ
た
趣
旨
と
と
も
に

関
税
局
長
に
要
求
書
を
お
渡
し
す
る
旨
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。 

明渡考査官（右）に要求書（海事）を提出する 

齋藤副中央執行委員長（左） 

明渡考査官（右）に要求書（行二、医三）を提出する 

齋藤副中央執行委員長（左） 

明渡考査官（右）に要求書（男女）を提出する 

堀田副中央執行委員長（左） 
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「ろ
う
き
ん
」の 

ス
ス
メ 

第２号 

皆
さ
ん
、
お
待
た
せ
し
ま
し
た
！
っ
て
待
っ
て
い

た
人
が
い
た
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
・
・
・ 

「
ろ
う
き
ん
」
の
ス
ス
メ
第
２
号
で
す
！ 

前
号
で
は
、
そ
も
そ
も
「
ろ
う
き
ん
」
と
は
？
に
つ

い
て
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

第
２
号
で
は
、
労
働
組
合
と
「
ろ
う
き
ん
」
と
の
関

係
や
、「
ろ
う
き
ん
」
の
管
轄
等
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
左
図
参
照
）
。 

い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
「
ろ
う
き
ん
」
の
取

扱
い
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、「
お
住
ま
い
」
又
は
「
勤

務
先
」
を
管
轄
す
る
「
ろ
う
き
ん
」
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
自
分
が
ど
こ
の

「
ろ
う
き
ん
」
に
該
当

す
る
か
は
、
下
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
確
認
が
で

き
ま
す
。 

次
回
は
、
い
よ
い
よ

「
ろ
う
き
ん
」
の
メ
リ

ッ
ト
や
お
得
情
報
を
掲

載
す
る
予
定
で
す
！
次

号
も
要
チ
ェ
ッ
ク
！ 



The Japan Customs Personnel Labour Union     939 号  P14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の
こ
と
（涙
）。
と
言
い
つ
つ
、
私
も
中
央
で
専
従

す
る
ま
で
は
、
あ
ま
り
読
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し

た
（汗
）。 

 

新
聞
を
見
て
も
ら
っ
て
、
意
見
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
「
文
字
が
多
い
」
と
の
意
見
を
多
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。
た
、
た
し
か
に
な
ぁ
～
。
今
回
も
そ

う
で
す
が
、
交
渉
系
の
記
事
に
な
る
と
文
字
の

第５号 

量
が
凄
い
・
・
・
。
そ
こ

は
、
我
慢
し
て
も
ら

っ
て
、
福
利
厚
生
や

コ
ラ
ム
で
興
味
を
も

っ
て
も
ら
う
し
か
な

い
！ 

今
回
は
、
１
ペ

ー
ジ
半
頑
張
っ
た
！

ぜ
ひ
、
読
ん
で
く
だ

さ
い
ね
～
（笑
） 

【期間】 

2022年 3月 17日（木）18：00 〜  

2022年 4月 28日（木）0：00 返却分まで 

【予約方法】 

パソコン、スマートフォン、アプリでご予約の際、料金プラン

から「ｱｰﾘｰﾅｲﾄﾊﾟｯｸ（18:00〜翌 0:00）」を選択してください。 

【料金】 

全クラス一律で最長６時間がなんと 990円（税込）！！ 

【対象】 

すべての会員様 

「タ
イ
ム
ズ
」
の 

 

最
近
、
何
人
か
の
方
か
ら
「
新
聞
見
て

い
ま
す
」
「
書
記
次
長
の
つ
ぶ
や
き
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
お
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
・
・・
・
・・
泣
い
て
い
い
で

す
か
？
（
涙
）
。
や
は
り
、
作
成
し
て
い
る

側
と
し
て
は
、
反
応
を
頂
け
る
と
嬉
し
い

も
の
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

頑
張
り
ま
す
。 

 

よ
り
良
い
新
聞
と
す
る
た
め
、
青
年
層

の
組
合
員
の
何
名
か
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

し
て
み
ま
し
た
。
な
ん
と
‼
な
ん
と
‼
ほ

と
ん
ど
の
方
が
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
と

つ
ぶ
や
き 

書
記
次
長
の 

ス
ス
メ 

第１号 

皆
さ
ん
、
車
持
っ
て
い
ま
す
か
？
私
は
、
東
京
で
は
不
要
と
思
い
、

手
放
し
ま
し
た
・
・
・
。
で
も
、
た
ま
に
必
要
に
な
る
車
・
・
・
。
そ

ん
な
あ
な
た
に
朗
報
で
す
！
税
関
労
組
で
は
、
福
利
厚
生
の
一
環
と

し
て
、
タ
イ
ム
ズ
カ
ー
と
の
法
人
契
約
を
締
結
し
て
い
ま
す
。 

【
対
象
サ
ー
ビ
ス
】
タ
イ
ム
ズ
カ
ー
（
カ
ー
シ
ェ
ア
） 

タ
イ
ム
ズ
パ
ー
キ
ン
グ 

タ
イ
ム
ズ
カ
ー
レ
ン
タ
ル 

月
額
基
本
料
金
は
０
円
と
な
っ
て
お
り
、
必
要
な
費
用
は
運
転
者

登
録
時
に
か
か
る
「
カ
ー
ド
発
行
手
数
料
660
円
」
の
み
。
15
分
220
円

か
ら
利
用
で
き
ま
す
。
24
時
間
で
も
6,600
円
と
一
般
的
な
レ
ン
タ
カ
ー

価
格
よ
り
割
安
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
法
人
契
約
な
ら
で

は
の
嬉
し
い
特
典
が
盛
り
沢
山
で
す
！
（
特
典
は
、
下
図
参
照
） 

 

申
込
み
手
続
き
も
カ
ン
タ
ン
！ 

記
入
要
領
に
従
い
「
運
転
者
登
録
申
込
書
」
に
記
入
の
上
、
各
地

区
本
部
書
記
局
に
提
出
す
る
だ
け
。
（
申
込
書
は
税
関
労
組
HP
又
は

各
地
区
本
部
書
記
局
か
ら
入
手
可
能
で
す
） 

後
日
、
タ
イ
ム
ズ
ビ
ジ
ネ
ス
カ
ー
ド
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、

同
封
さ
れ
て
い
る
手
順
書
に
従
っ
て
、
PC
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か

ら
運
転
免
許
証
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
れ
ば
数
日
後
か
ら
利
用
可
能
で

す
。
チ
ョ
イ
乗
り
や
旅
先
で
も
便
利
な
タ
イ
ム
ズ
。
是
非
申
込
み
し

て
み
て
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

なんと‼ 
カード発行手数料 

が無料に！！ 

今のうちに是非お申し込みを！ 

既にタイムズをご利用の組合員の 

皆様にもお得な情報です！！ 

第５号 

コロナ禍でピザ作りに 

挑戦する書記次長 


